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畑
はたなか

中 大
ひ ろ こ

子 議員

畑
中

①
広
野
町
で
ク
ラ
ス
タ
ー

が
発
生
し
た
要
因
は
、
何

が
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

②
町
で
は
、
感
染
者
数
は

報
告
が
あ
り
ま
す
が
、
感

染
者
の
そ
の
後
の
情
報
が

一
切
知
ら
さ
れ
ま
せ
ん
。

町
民
に
安
心
感
を
与
え
る

た
め
、
知
ら
せ
る
こ
と
は

で
き
ま
す
か
。

③
町
民
に
安
心
を
伝
え
る

た
め
、
町
長
自
身
が
防
災

行
政
無
線
で
広
報
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
伺
い
ま

す
。

畑
中

①
新
し
い
国
保
医
療
費
の

減
免
証
明
書
と
一
緒
に
届

け
ら
れ
た
通
知
に
は
、「
令

和
４
年
８
月
１
日
以
降
の

医
療
費
一
部
負
担
金
免
除

の
た
め
の
国
の
財
政
支
援

を
受
け
る
こ
と
が
厳
し
い

状
況
に
あ
る
」
と
書
か
れ

て
い
ま
し
た
が
、
８
月
以

降
の
減
免
が
ど
う
な
る
の

か
伺
い
ま
す
。

②
医
療
費
な
ど
の
減
免
を

始
め
、
双
葉
郡
の
医
療
機

関
・
人
材
を
増
や
す
等
の

国
へ
の
要
望
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
令
和
４
年
度
に

お
い
て
も
例
年
同
様
、
要

望
活
動
を
行
う
考
え
は
あ

る
か
伺
い
ま
す
。

畑
中

①
汚
染
水
の
海
洋
放
出
を

止
め
る
よ
う
求
め
る
考
え

は
あ
り
ま
す
か
。

②
海
洋
放
出
以
外
の
方
法

を
考
え
る
よ
う
に
働
き
か

け
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す

が
、
地
域
の
除
染
や
復
興

に
責
任
を
果
た
す
よ
う
に

東
電
、
国
に
働
き
か
け
を

す
る
考
え
が
あ
る
か
伺
い

ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

医
療
費
等

汚
染
水

情
報
発
信
の
拡
大
を

町
長
／
基
準
に
よ
り
拡
大
は
で
き
な
い

減
免
の
継
続
求
め
要
望
を

町
長
／
他
市
町
村
と
協
議
し
て
対
応

海
洋
放
出
の
廃
止
を
求
め
よ

町
長
／
現
状
で
求
め
る
考
え
は
な
い

町
長

①
発
生
し
た
場
所
が
学
校

で
あ
り
感
染
リ
ス
ク
が
高

い
こ
と
、
感
染
力
が
強
い

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
影
響
に

よ
る
も
の
と
捉
え
て
い
ま

す
。

②
公
表
基
準
に
お
い
て
個

人
が
特
定
さ
れ
な
い
よ
う

に
配
慮
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
お
り
、
感
染
者
の
入
退

院
、
療
養
の
種
別
等
の
情

報
は
、
公
表
で
き
な
い
運

用
と
捉
え
て
い
ま
す
。

③
町
内
で
１
例
目
の
感
染

者
を
確
認
し
た
際
に
、
防

災
行
政
無
線
広
報
を
町
長

が
担
っ
た
経
過
は
あ
り
ま

す
。

　

町
長
自
ら
の
対
応
は
、

必
要
に
応
じ
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

町
長

①
令
和
４
年
度
政
府
予
算

案
の
可
決
を
前
提
に
令
和

５
年
２
月
28
日
ま
で
一
部

負
担
金
の
免
除
が
延
長
さ

れ
る
通
知
が
発
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

令
和
４
年
７
月
31
日
を

有
効
期
限
と
す
る
一
部
負

担
金
免
除
証
明
書
を
交
付

し
、
そ
れ
以
降
は
、
一
部

負
担
金
免
除
対
象
外
と
な

る
上
位
所
得
層
を
判
定
し

た
上
で
、
引
き
続
き
免
除

対
象
者
と
な
る
方
に
対

し
、
令
和
５
年
２
月
28
日

町
長

①
ア
ル
プ
ス
処
理
水
の
海

洋
放
出
に
よ
る
処
分
は
、

廃
炉
作
業
を
確
実
に
進
め

る
上
で
先
送
り
で
き
な
い

課
題
で
あ
り
、
現
況
に
お

い
て
、
ア
ル
プ
ス
処
理
水

の
海
洋
放
出
を
止
め
る
よ

う
求
め
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
。

②
以
前
か
ら
大
熊
町
・
双

葉
町
の
復
興
を
後
押
し
す

べ
く
、
協
力
体
制
の
も
と

小
こ い そ

磯 利
と し お

雄 議員

施
政
方
針

い
の
ち
を
守
り

未
来
を
つ
く
る
町

予
算
編
成
の
ポ
イ
ン
ト
は

町
長
／
持
続
可
能
な
財
政
運
営

お
達
者
度
へ
の
対
策
は

町
長
／
特
定
検
診
の
勧
奨
な
ど
を
実
施

人
口
増
加
へ
の
対
応
は

町
長
／
環
境
を
整
備
し
５
千
人
目
指
す

町
長

①
東
日
本
大
震
災
関
連
予

算
は
約
18
億
４
１
７
万

円
、
通
常
事
業
は
約
42
億

２
５
３
３
万
円
の
合
計
約

60
億
２
９
７
５
万
円
と
な

り
ま
す
。

　

各
施
策
に
対
す
る
町
民

ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
る
評

価
と
直
面
す
る
課
題
等
へ

の
分
析
を
踏
ま
え
、
第
五

次
町
勢
振
興
計
画
の
後
期

基
本
計
画
を
策
定
し
、
政

策
に
反
映
し
て
い
き
ま

す
。

②
必
要
な
事
業
を
見
極
め

「
い
の
ち
を
守
り
、
人
を

活
か
し
、
未
来
を
つ
く
る

町
」を
基
本
理
念
と
し
て
、

町
政
進
展
、更
な
る
復
興
・

創
生
の
展
望
に
向
け
、
効

率
的
か
つ
適
切
な
行
財
政

運
営
を
念
頭
に
将
来
へ
の

持
続
可
能
な
財
政
運
営
に

向
け
た
予
算
案
を
策
定
し

ま
し
た
。

町
長

①
特
定
健
康
診
査
受
診
の

個
別
勧
奨
通
知
や
健
康
に

関
す
る
講
演
会
な
ど
の
健

康
増
進
事
業
で
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
を
通
し
た
健
康
づ

く
り
を
推
進
し
、
町
の
健

康
課
題
改
善
に
取
り
組
み

ま
す
。

町
長

①
雇
用
の
安
定
化
、
子
育

て
環
境
の
整
備
、
移
住
・

定
住
政
策
の
促
進
な
ど
に

取
り
組
み
、
令
和
７
年
度

人
口
５
千
人
に
向
け
て
展

望
し
取
り
組
み
ま
す
。

②
令
和
３
年
度
に
公
共
施

設
等
個
別
施
設
計
画
を
策

定
し
、
長
期
的
な
計
画
の

も
と
維
持
管
理
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

小
磯

①
町
政
振
興
計
画
と
整
合

性
の
と
れ
た
基
本
方
針
、

一
般
会
計
に
お
け
る
東
日

本
大
震
災
関
連
事
業
、
通

常
事
業
に
つ
い
て
の
予
定

配
分
と
、
直
面
す
る
課
題

へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

②
令
和
４
年
度
予
算
案
策

定
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

小
磯

①
お
達
者
度
、
男
性
が
県

下
ワ
ー
ス
ト
1
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
対
応
策
を

伺
い
ま
す
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
感
染
さ
れ
た
累

計
町
民
と
町
内
居
住
者

数
、
新
た
な
対
応
策
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

③
婦
人
消
防
隊
の
割
合
を

上
げ
る
件
に
つ
い
て
ど
う

さ
れ
る
か
伺
い
ま
す
。

④
風
力
発
電
事
業
に
お
け

る
、
安
全
、
安
心
な
事
業

推
進
に
向
け
た
考
え
を
伺

い
ま
す
。

小
磯

①
人
口
増
等
の
展
望
と
対

策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

②
公
共
施
設
個
別
管
理
計

画
の
策
定
状
況
を
伺
い
ま

す
。

特産品への取り組みは
町長／味噌やブドウを検討

人を活かし

①令和４年度、作付面積が示され
ましたが、特別栽培米販売単価は

いくらになりますか。
②町特産品についての取り組みについて伺い
ます。

小磯

を
有
効
期
限
と
す
る
一
部

負
担
金
免
除
交
付
証
明
書

を
交
付
す
る
取
扱
い
と
な

り
ま
す
。

②
町
議
会
と
合
同
要
望
、

緊
急
時
避
難
準
備
区
域
に

あ
っ
た
４
市
町
村
、
南
相

馬
市
、
田
村
市
並
び
に
川

内
村
と
合
同
要
望
に
令
和

３
年
度
ま
で
継
続
し
て
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今

後
は
、
要
望
活
動
の
成
果

を
捉
え
、
４
市
町
村
で
協

議
し
て
対
応
し
ま
す
。

国
・
県
に
働
き
か
け
て
き

ま
し
た
。
国
及
び
東
京
電

力
に
対
し
て
は
、
科
学
的

根
拠
に
よ
る
安
全
性
を
確

保
し
、
丁
寧
な
説
明
に
よ

り
社
会
的
合
意
を
得
て
、

風
評
被
害
を
発
生
さ
せ
な

い
万
全
な
対
策
を
と
り
、

復
興
を
成
し
遂
げ
る
た
め

に
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ

る
こ
と
を
繰
り
返
し
要
望

し
て
い
き
ま
す
。

町長 ①令和３年産と同額の１俵当たり
１万４千円で協議しています。

②広野産大豆を使った味噌などの製造に取り
組むとともに、ハウス栽培ブドウの特産品化
に向けた検討を行い、農業振興と地域経済の
活性化に繋げていきます。

②
３
月
９
日
現
在
、
累
計

１
１
１
人
と
な
っ
て
お

り
、
内
訳
は
町
民
69
人
、

居
住
者
42
人
で
す
。
今
後

も
県
と
緊
密
な
連
携
、
情

報
共
有
を
図
り
、
町
対
策

本
部
会
議
に
お
い
て
適

時
、
適
切
な
対
応
に
取
り

組
み
ま
す
。

③
令
和
４
年
３
月
現
在
、

婦
人
消
防
隊
員
は
20
人
で

あ
り
、全
体
の
約
17
％
で
、

目
標
を
達
成
し
て
い
ま

す
。
婦
人
消
防
隊
の
処
遇

改
善
を
図
り
な
が
ら
、
隊

員
確
保
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

④
広
野
町
と
い
わ
き
市
と

の
境
に
あ
た
る
山
間
部
に

お
い
て
、
県
公
募
に
よ

る
「
あ
ぶ
く
ま
南
風
力
発

電
合
同
会
社
」
の
事
業
が

進
行
し
て
お
り
、
町
内
に

３
基
の
風
車
が
建
設
さ
れ

る
計
画
で
す
。
調
査
・
対

策
の
徹
底
、
河
川
水
に
影

響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
な

ど
を
事
業
者
に
求
め
、
安

全
管
理
の
徹
底
を
図
り
ま

す
。


